
図 1. Bi:NIGGのカー回転スペクトル 
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【はじめに】Bi置換磁性ガーネットは大きな磁気光学(MO)効果を示すことから、様々なMOデバ

イスへの応用が期待されている。金属上に磁性ガーネット薄膜を成膜することができれば、圧電

効果や電流による磁界を利用した新たな MO デバイスを開発することが可能となる。一方、Au

は可視光領域で MO 効果を増強させることで知られている 1)。そこで本研究は、Au 薄膜上に Bi

置換 Nd鉄ガーネットを有機金属分解(MOD)法により成膜し、評価を行った。 

【実験方法】ガラス基板(10 mm×10 mm×0.7 mm)上に金コーターを用いて Auを 180 nm堆積させ

た。作製したAu薄膜上にMOD法を用いて膜厚 40、120、および 200 nmのNd2BiFe4GaO12 (Bi:NIGG)

を成膜した。作製した Bi:NIGGは XRD、磁気スペクトロメータ、および光学顕微鏡によって評価

した。 

【結果と考察】図１に作製した Bi:NIGGのカー回転角スペクトルを示す。作製した Bi:NIGGはい

ずれの膜厚でも MO効果を示しているが、膜厚の違いによってスペクトルの形、および大きさが

異なっていることが分かる。Bi:NIGG は可視域で透明であることから、測定された回転角は、フ

ァラデー効果の影響を大きく受けていると考えられる。しかし、回転角は膜厚に比例せず 120 nm

の時に最大であった。以上の結果から、得られたカー

回転スペクトルは干渉による影響や、Auのプラズモ

ンによる効果を受けた結果だと考えられる。詳細

は、当日報告する。 
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